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 砂川秀樹氏の論文、『セクシュアリティと都市的社会空間の編成 ー 新宿 二丁目

における「ゲイ・コミュニティ」意識形成の背景に関する分析から』 は、多くの「ゲイバ

ー」が、集中して営業を行っていることで知られている、 東京都新宿区新宿二丁目と

いう地域を調査対象として、その町における人々の あいだに、近年生まれている「コ

ミュニティ」の意識について、その形成の背景と過程のメカニズムを分析したものであ

る。 

 その分析のデータとなる同地域の民族誌は、新宿という盛り場、その中でも 新宿二

丁目という一画がどのように形成されたかについての、江戸時代から現在までの歴

史的叙述と、現在の二丁目における、ゲイバーに集う人々の人間関係やゲイパレード

などの「祭」における協同的な活動などについての、フィー ルドワークから得られた記

述、とによって構成されている。本論文はその民族誌データを基に、コミュニティ意識

がどのように誕生したか、その発展にゲイ パレードなどのイベントがどのように関わ

ったか、また、ゲイバーの中でも、 本論文が「ゲイメンズバー」と名付ける、ゲイの人

たちだけが集まる場で、ど のような社会的な結合が生まれているか、といった問い

に答えることを目的と している。 

 

 本論文の基となっているフィールドワークは、1997 年から 2005 年にかけて行 われ

たが、著者自身がゲイとして、かねてよりこの地域に、ゲイであるとないとにかかわら

ず、多くの知己を得ていたこと、また、2000 年に再開された「東 京レズビアン＆ゲイ

パレード」の実行委員長であったこと、は、調査開始時の困難を軽減させ、また、調査

の対象である新宿二丁目に関わる人々と信頼関係 を築くことの一助となった。 

 序章では、調査の概要と目的、文化人類学のこれまでのホモセクシュアリテ ィ研究

とゲイ・レズビアン研究のレビューを行った。第１章では、「東京レインボー祭り」再開

の経緯とその様子を記述し、この祭を通してコミュニティ意識が生まれ、この祭をきっ

かけとして結成された「新宿２丁目振興会」が、二 丁目にあったネットワークを組織化

したことを論じた。第２章は、新宿という町の形成に関する歴史学的研究、江戸時代

以降の新宿の歴史に関わる公文書、 盛り場についての論考、そして都市社会学、都

市人類学による理論的考察を基礎に、新宿という町がどのように編成され、いかにし

て独自な場所性を獲得したか、が書かれている。そこでは、新宿が宿場町以来の「性



的な空間」とし て、江戸幕府や近代日本の行政によってどのように規定され管理さ

れてきたか、また、近代から現在にいたるまでの、東京という都市の経済と文化の進

展、それと関連した都市計画の遂行によって、今の新宿二丁目が、比較的独立した

空間、ある場合はアジールとして認識されるようになったか、の過程が、手堅く解説さ

れている。 

 第３章では、新宿二丁目の「ゲイバー」のオーナー、経営者、客といった盛 り場のア

クターを、土地や建築物の所有者であるか否か、居住者か訪問者か、 といった対立

軸で分類し、彼らが異なる立場で社会的結合関係を形成している ことを分析した。

その分析によって、頻繁にバーを訪れる者たちが「なじみ」 となり、たんなる客ではな

く、盛り場のあらゆるアクターと結びつくことで 「コミュニティ」の意識を抱き、それを共

有するにいたることを示唆し た。第４章では、そうした新宿二丁目の53軒のゲイバー

と、他の 18 軒の、浅 草、札幌、那覇などのゲイバーを調べ、概観した。その中でも、

異性愛者を主 な客とするバーと、ゲイのみが訪れるバーとを区別して、それぞれを

「観光バー」、「ゲイメンズバー」と呼んだ。そして、先に挙げた概観的な資料と、個別

のゲイメンズバーにおける人間関係を描写、解釈することで、ゲイメンズバーがゲイ

の「文化」を構築、再生産する場として、第３章で示唆した「コミュ ニティ」意識を形成

する土台となっていることを提示した。 

 第５章では、新宿二丁目が形成される社会的背景であるところの、日本社会一般に

お ける「ゲイ」を取りまく社会的状況の変遷を、1971 年のゲイを対象とした商業誌の

発刊以降の事象を通じて追った。その変遷の後半では、HIV/AIDS 感染がニ ュース

に取り上げられるようになって、ゲイが社会の中に大きく浮かび上がることとなる様子

にも触れている。第６章では、ゲイメンズバーの現場で、人々が交際する中に生まれ

る関係性について、＜直引関係＞と＜介在関係＞の二つがあることを明らかにした。

＜直引関係＞とは、直接に惹かれ合う関係で、＜ 介在関係＞とは第三項を共有す

ることにより結びつく関係である。最終章である結論では、「社会空間」、ゲイというマ

イノリティの「抵抗的実践」、私的空間と公的空間の中間に位置する、共有空間として

の「コモンズ」等の概念を援用し、新宿二丁目に、「コミュニティ」意識が＜コミュニティ

化 （communitization）＞という動態として生起していることを論じた。 

 

 本論文の学的貢献は、次の三つに大別されよう。一つは、日本のゲイ・レズ ビアン

研究における、最初の本格的な民族誌に基づく文化人類学的な分析を行ったことで

ある。著者がゲイであることは調査開始の一助となったとはすでに述べたが、著者の



ゲイとしての立場は、ゲイについての「研究」において、客観的分析と自らのマイノリテ

ィとしての主張とのあいだに、政治性に関わる錯綜した問題を招かざるを得ない。そ

うしたことは、文化人類学の調査が本来的 に持っているものであるが、とりわけ、本

論文のように、社会的マイノリティであるゲイの研究者が、自らの「コミュニティ」を調査

研究する場合に、潜在的に対峙せねばならない問題でとなってくる。それを著者は、

８年間の長い期間をかけて調査をゆっくりと遂行し、その分析を対象の人々とのやり

とりの中で行うことで、この問題を回避せず、本論文全体としてそれに応答する試み

を徹底させ た。第二に、都市人類学の研究として、新宿二丁目という盛り場を、その

物理的条件である区域の成立、建物の法的所有関係、都市計画、行政による風俗営

業の規制、といった多くの側面から検証し、そこで生起する人々の関係をていねいで

鋭い観察により、生きられている生活世界として描き出した。第三に、 人文、社会科

学の第一線で、多くの論者によって、議論が深められている「セ クシュアリティ」の問

題について、ルネ・ジラールの「三角形的欲望」やイヴ ・Ｋ・セジウィックによる「ホモ

ソーシャル連続体」の理論を再検討することで、新たな枠組み、＜直引関係＞と＜介

在関係＞を提出した。そして、そのような関係を腑分けすることで、ゲイメンズバーが、

「パートナー」を見出し、そのパートナーシップがそこで交際するメンバーによって承

認される場となっているなどのことを明らかにした。以上の諸点から、本論文の文化

人類学への学問的貢献は、高く評価できる。 

 しかしながら本論文にも問題点がないわけではない。その調査期間の長さか らす

ると、論文中に、より詳細な民族誌的記述があってもよい。また、セクシ ュアリティの

理論に比して、都市人類学理論への参照の薄さが、その側面に関する理論的な枠組

みの弱さを生んでいる。またコミュニティ形成に関わる新宿 二丁目の「祭」の果たし

た役割が、通常の儀礼論の内に留まり、例えば、ヘテロセクシュアルの人々の祭にお

ける表現とどのように異なるのか、といった 側面を見逃している、等の批判がなされ

た。しかし、このような指摘は本論文の本来の価値をそこなうものではない。今後、そ

うした点を改良することで 本研究はさらなる発展が期待される。 

 以上により、本論文提出者は文化人類学の研究に対して重要な貢献をなしたと評

価される。したがって、本審査委員会は、全員一致で、本論文提出者は博士（学術）

の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 


